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• 日本では”禅”というものがある
禅の世界では”音”が注目されている

• 禅では自身の精神状態を見る(内観)
ことがされている

• 内観では自分自身の音などを聞く
→現状の自分自身の状態を省みる

1. 研究背景

精神状態を整える効果

禅：自身の音等を聞く
・集中力向上
・リラックス効果

タスクに対するパフォーマンス
の向上

仮説

生体信号フィードバック
(FB)音
タスクに意識を向ける音

パフォーマンスと生体
反応の影響調査

目的

タスク

2. 解析手法

3.運転時における音環境の影響

脳波

呼吸

心拍

生体反応

脳波波形

呼吸波形

心電図

計測 解析

有効継続時間

α波の割合

呼吸数

呼吸振幅

Driving

LF/HF

評価

集中度・心理状態の推定

• 集中力

• 緊張・興奮

• リラックス

• 心理的好ましさ

• 高揚感

• 快適感

まとめ

運転実験の様子

コース1 コース2

運転走行中の影響調査

実験の流れ 実験の流れ

謝辞 

本研究はスズキ財団研究助成金によるもので 

である.ここに感謝の意を表す. 

呼吸FB音聴収後の影響調査

結果

生体反応
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運転走行中の影響調査

 呼吸FB音 ⇒ パフォーマンスの低下,ストレスの低減効果

呼吸FB音聴収後の影響調査

 呼吸FB音 ⇒ 聴取後のパフォーマンス向上

今後の検討
呼吸FBの方法＝マイク

⇓
運転環境下に適さない

生体信号FB

ピエゾセンサの配置

呼吸検出デバイスの検討

生体情報
⇓

他の音にFB

呈示刺激音
・無音
・好きな音楽
・呼吸FB音
・エンジン音

※呼吸FB音聴収後の影響調査では好きな音楽は
使用しない

被験者 ：平均年齢 21 歳成人
男性 8名

音圧レベル： 70dB
スコア ： ラップタイム

 エンジン音
快適感，集中大，ストレス大
 呼吸FB音
リラックス効果，集中小，ストレス小

 呼吸FB音聴取後
快適感，集中大，ストレス小

 エンジン音
α波 安定 LF/HF大呼吸数大

 呼吸FB音
α波の割合大 LF/HF 小
呼吸数小振幅大

 呼吸FB音聴取後
α波の割合小 安定
LF/HF 小
Driving 小

実験条件

音環境が運転に対して与える影響や呼吸FB音による回復効果についての調査

目的
走行コース


